
 

はじめに、 

２００９年 ７月号（第７号 2009.7.20 ） 

ここ暫くは梅雨明けかと思われるような猛暑の日が続いておりますが如何お過ごしでしょうか。ボランティア活動も３年目に

入り、その活動もだんだんと定着して来ました。先日の「天の川七夕まつり」には、竹の伐採、竹燈篭の製作、七夕飾りの作

成、現地への設置、警備、撤収等に多く（延べ約１００名）のボランティアの方々のご協力を頂きありがとうございました。さら

にこれから８月にかけては「ソーメン流し」や「星田山手盆踊り＆夏まつり」が開催されます。継続的な活動を続けて行くため

にこれからもボランティア会員の皆様の一層のご協力よろしくお願い致します。 
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「天の川七夕まつり２００９」に参加しました 
今年も「天の川七夕まつり２００９」が天の川水辺プラザ

一帯で開催され、星田山手地区は私市橋」の近くで竹

燈篭や笹飾りを並べました。竹燈篭の作成に当たって

は星田山手近くの竹藪から青竹を頂いて小さな竹燈篭

と大きな文字燈篭を作成し、笹飾りは地域の熟年会の

方々のご協力でエコ飾りを作って頂き、短冊等と共に子 

今年も「和み広場」に綿の種を播きました。 

竹燈篭の製作です。 笹飾りが出来た所です。 

「顔出しパネル」は人気者でした。 水辺プラザの本部の竹燈篭です。 

子供達が綿の種を播きました。 現在こんなに成長しています。 秋にはこのような綿が収穫できます

（この写真は昨年のものです） 

供会のお母さん方が竹笹に付けて頂きました。さらに今年は星田山手地区からのだし物として、彦星、織姫の姿を描いた

パネルの顔部分に穴を空けた「顔出しパネル（写真）」は人々の足を留めるなど非常に人気がありました。さらに、通常の笹

飾りの他に、山ナリエで扱い慣れているイルミネーションを笹に付けた「電飾笹飾り」も設置して、これも通る人々の関心を 
集めていました。 
全体として会場は、上記の私市橋会場の他に、水辺プ

ラザ会場、私市駅前会場、星の里いわふね会場の４か

所でイベントが行われ、今年は大阪府知事も来場して

一般の参加者１７，０００人と共に幻想的なローソクの

灯りに真夏の夜のひと時を楽しんでおられた様です。 
御協力頂いたボランティアの方々ご苦労様でした。 

５月２４日（日）に、こ

れまで矢車草が植え

てあった所に矢車草

を抜いて綿の種を子

供達の手で播きまし

た。３０人弱の子供

会の子供達が交野

市の教育委員会の指導でマルチシートの施してある畝に丁寧に播いて行きました。 
播いた種は７月の中旬には（上部中央の写真の様に）背丈も見違えるほど大きくなっています。そして秋の初めには（上部右

の写真の様に）黄色い花の後にこのような綿が出来てくることになっています。（最終的には昨年と同様布づくりまでします） 




